
作
家
は
作
品
発
表
の
場
が
あ
っ
て
こ
そ

創
作
意
欲
が
わ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
展

覧
会
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、

紙
面
上
の
写
真
を
通
し
て
披
露
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
現
代
工
芸
の
魅
力
は
表

現
の
多
様
性
や
独
創
性
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。
立
体
作
品
も
あ
れ
ば
、
壁
面
に
展

示
す
る
平
面
作
品
も
あ
り
ま
す
。
素
材
も

さ
ま
ざ
ま
。
陶
芸
も
あ
れ
ば
漆
や
七
宝
、

籐と
う

工
芸
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
紙
面
を
通
し

て
多
彩
な
造
形
美
の
一
端
に
触
れ
て
く

だ
さ
い
。

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
福
井
会
は
１
９

８
１
年
、
石
川
会
か
ら
独
立
す
る
形
で
誕

生
し
ま
し
た
。
独
立
へ
道
筋
を
つ
け
て
く

れ
た
蓮
田
修
吾
郎
先
生
や
笠
原
行
雄
先
生

（
い
ず
れ
も
故
人
）
ら
福
井
ゆ
か
り
の
造

形
作
家
を
は
じ
め
、
初
代
委
員
長
と
し
て

福
井
会
の
多
く
の
個
性
を
束
ね
た
竹
内
英

輔
先
生
（
故
人
）
、
竹
内
先
生
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
た
田
村
民
男
先
生
…
。
諸
先
輩

方
の
力
な
く
し
て
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
福
井
会
は
、
芸
術
一
筋
の
作
家

や
職
人
の
顔
を
併
せ
持
つ
作
家
だ
け
で

な
く
、
趣
味
の
域
か
ら
技
術
を
磨
い
て
芸

術
性
を
高
め
た
女
性
作
家
も
増
え
ま
し

た
。
発
足
当
初
と
は
顔
ぶ
れ
こ
そ
変
わ

り
ま
し
た
が
、
作
品
の
善
し
あ
し
を
会
員

同
士
で
自
由
に
気
兼
ね
な
く
議
論
し
て

新
し
い
作
風
を
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
気
さ

く
な
人
柄
で
会
を
束
ね
た
竹
内
先
生
や

田
村
先
生
の
創
作
姿
勢
が
今
も
息
づ
い
て

い
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
「
展
覧
会
離
れ
」
が
叫
ば

れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
自
体
が
危
ぶ

ま
れ
た
り
、
開
催
で
き
て
も
鑑
賞
を
控
え

る
動
き
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
困
難

に
ど
う
対
応
し
、
作
品
発
表
の
場
を
ど
の

よ
う
に
確
保
す
る
か
。
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
由
な
発
想
を
多
彩
な
素
材
に
ぶ
つ
け
、

時
代
に
合
っ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
追
究

す
る
福
井
会
の
原
点
に
立
ち
返
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現代工芸美術家協会福井会

司辻光男委員長

時
代
に
合
う
ス
タ
イ
ル
追
究

新世界

鈴木良一 鯖江市

2007年 現代工芸美術家協会
本会員

年 日展会友

年 日本現代工芸美術展
審査員

人工知能の登場により

新しい世界が始まろうと

しています。人の生き方

が根底から変わるような

予感がします。

2015年 現代工芸美術家協会
本会員

年 日展会友

昨今のギスギスした心

を、そよ風に誘
いざな

われた

羽衣が優しく包み込もう

とする様を表現しまし

た。

そよ風に

抱
いだ

かれて

大谷桂子 越前市

温
オン

和
ワ

木下智栄 福井市

2014年 県美展初入選

年 日本現代工芸美術展
初入選

世の中がどんな状態に

なっても、大変な時でも、

そうだからこそ温かく、

おだやかな心を持ってい

たい。そんな思いを表現

してみました。

海底の華

三田村利美 南越前町

2003年 日展初入選

年 現代工芸美術家協会
本会員

海底で波に揺られて華

やかに成長する海草。穏

やかに根強くなれと人生

を重ねつつ制作しまし

た。

秋涼

原野美枝 敦賀市

2010年 敦賀市美展 回記念
賞

年 県美展県文化協議会
賞

京の秋の夕暮れ時の遠

山と五重塔を想いながら

表現しました。

2005 年 日展審査員

年 現代工芸美術家協会
理事

年 日展特別会員

年 黄綬褒章、福井新聞
文化賞

江戸時代の古越前の壺
つぼ

にも文字が入ったものが

あります。近年、造形作

品に文字を入れていま

す。今回は「いつまでも」

という思いを込めて「永」

を一字入れました。

永 いつまでも

司辻光男 越前町

2009年 現代工芸美術家協会
評議員

年 日展審査員

年 日展会員

年 県文化賞

栄螺
サ ザ エ

貝、ムール貝をモ

チーフに創作。栄螺貝の

相似形の断面が螺
ら

旋
せん

を描

いて移動し立体になる面

白さを表現した。

環

森田清照 鯖江市

2013年 現代工芸美術家協会
本会員

年 日本現代工芸美術展
審査員

年 日展会友

想刻

中村厚子 勝山市

長い年月の間に風雨に

晒
さら

され時を刻んだ建物、

その中を射るように通る

風。過ぎ去った刻
とき

に想
おも

い

を馳
は

せて制作してみまし

た。

木漏れ日

杉井とみの 越前市

2012年 日展初入選

年 現代工芸美術家協会
本会員

葉や枝の間から光が漏

れ、風がなくても静かな

あたたかい日の光は心を

和ませてくれます。その

光を作品に取り入れて象
ぞう

嵌
がん

で表現しました。

変転 青山幸子 福井市

異なる形と

大きさの面の

連続でできる

形状の美しさ

を文様と共に

表現しまし

た。

2017年
日本現代工芸
美術展初入選

年
日展初入選

渚
なぎさ

のロンド

辻広子 越前市

2015年 日本現代工芸美術展
初入選

年 県美展県教委賞

貝をモチーフにして、

曲線と空間を使ってゆっ

くりと流れる時間の輪

を表現しました。

地の力

－ －

寒蝉久美江 越前市

2012年 日本現代工芸美術展
初入選

年 県美展初入賞

地球のエネルギーによ

り浸食が繰り返される一

過程。海岸の切り立つ崖

を表しました。
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